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１．はじめに

（１）IoT技術の登場と人工知能技術の進展

モノとインターネットを接続するIoT（Internet 
of Things）技術の登場に伴い、多くのモノから
得た様々な種類のデータを自動的に分析・判断し

最適な情報を出力する人工知能（Artificial Intel-
ligence：ＡＩ）技術の進展が目覚ましい。ＡＩブー
ムはこれまで２度起こっており、昨今のビッグ
データの時代に広がった機械学習と、技術的に大
きなブレークスルーであるディープラーニングの
２つの大波が重なって、昨今の３回目のブームが
到来した（図１）１。
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（２）出願推移

「機械学習（マシーンラーニング等の関連語も
含む）」及び「深層学習（ディープラーニング等
の関連語も含む）」の語が出願書類中に存在する
特許出願の件数をグラフに示す（検索式＝Ｓ１：
全文｛機械学習 or マシンラーニング or マシン・
ラーニング or マシーンラーニングor マシーン・
ラーニング}］ or Ｓ２：全文［｛深層学習 or ディー
プラーニング or ディープ・ラーニング}］）。「機械
学習」の語を含む出願件数は2000年から急激に増
加しており、2013年頃からは「深層学習」の語を
含む特許出願件数の立ち上がりが見て取れる（図
２）。

（３）本稿の論点

しかしながら、これらの技術に関して、どのよ
うな権利によって保護し、取得した権利をどう活

用すべきかについては未だ深い議論がなされてい
ない。そこで、本稿では出願件数の蓄積のある「機
械学習」を利用した技術に関して、仮想的な検討
モデルに基づいて要素毎に特許事例を調査し、特
許制度による保護及び利活用のあり方の整理を
行った。

２．特許事例と保護方法

（１）検討モデル

一般的な機械学習においては、テキスト・画
像・動画等の「ローデータ」、これを加工して教
師データを生成する「教師データ生成技術」、生
成された「教師データ」、教師データの機械学習
を行う「AI装置」、そしてAI装置によって生成さ
れる「AI生成物」が要素として存在する（図３）２。
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図１：第３次ＡＩブームのビッグウェーブ

図２：出願推移


